
 

〇
千
葉
県
県
営
住
宅
設
置
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
千
葉
県
条
例
第
三
十
九
号
） 

新 

旧 

 
 

（
定
義
） 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
八 

略 

一
～
八 

略 

九 

所
得 

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
五
年

建
設
省
令
第
十
六
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
所
得

を
い
う
。 

九 

所
得 

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
五
年

建
設
省
令
第
十
六
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
所
得

を
い
う
。 

 
 

（
入
居
者
資
格
） 

（
入
居
者
資
格
） 

第
五
条 

一
般
県
営
住
宅
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
条
件
を

具
備
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
五
条 

一
般
県
営
住
宅
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
（
老
人
、
身
体
障

害
者
そ
の
他
の
特
に
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る
者
と
し
て
規
則
で
定
め
る
者
（
身

体
上
又
は
精
神
上
著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に
常
時
の
介
護
を
必
要
と
し
、
か
つ
、
居
宅

に
お
い
て
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
又
は
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
知
事
が

認
め
る
者
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
「
老
人
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
二
号
か

ら
第
五
号
ま
で
）
の
条
件
を
具
備
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
削
る
。
） 

一 

現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上

婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
そ
の
他
婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

が
あ
る
こ
と
。 

一 

そ
の
者
の
政
令
月
収
が
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
、
ロ

又
は
ハ
に
掲
げ
る
金
額
を
超
え
な
い
こ
と
。 

二 

そ
の
者
の
政
令
月
収
が
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
、
ロ

又
は
ハ
に
掲
げ
る
金
額
を
超
え
な
い
こ
と
。 

イ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合 

二
十
一
万
四
千
円 

イ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合 

二
十
一
万
四
千
円 

(イ) 

入
居
者
又
は
同
居
者
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
場
合 

(イ) 

入
居
者
又
は
同
居
者
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
場
合 

(１) 

障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規

定
す
る
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
規
則
で
定
め
る
程
度
で
あ
る
も
の 

(１) 

障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規

定
す
る
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
規
則
で
定
め
る
程
度
で
あ
る
も
の 

(２) 

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
戦
傷
病
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
規
則
で
定
め
る
程
度
で
あ

る
も
の 

(２) 

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
戦
傷
病
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
規
則
で
定
め
る
程
度
で
あ

る
も
の 

(３) 

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十

七
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
て
い

る
者 

(３) 
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十

七
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
て
い

る
者 

(４) 

海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
本
邦
に
引
き
揚
げ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過

(４) 

海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
本
邦
に
引
き
揚
げ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過



 

し
て
い
な
い
も
の 

し
て
い
な
い
も
の 

(５) 

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

入
所
者
等 

(５) 

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

入
所
者
等 

(ロ) 
入
居
者
が
六
十
歳
以
上
の
者
で
あ
り
、
か
つ
、
同
居
者
の
い
ず
れ
も
が
六
十
歳

以
上
又
は
十
八
歳
未
満
の
者
で
あ
る
場
合 

(ロ) 

入
居
者
が
六
十
歳
以
上
の
者
で
あ
り
、
か
つ
、
同
居
者
の
い
ず
れ
も
が
六
十
歳

以
上
又
は
十
八
歳
未
満
の
者
で
あ
る
場
合 

(ハ) 

同
居
者
に
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
者
が
あ
る
場
合 

(ハ) 

同
居
者
に
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
者
が
あ
る
場
合 

ロ 

一
般
県
営
住
宅
が
、
法
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
激 

災
害
に

対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百

五
十
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
に
係
る
も
の
又
は
法
第
八

条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
知
事
が
災
害
に
よ
り
滅
失

し
た
住
宅
に
居
住
し
て
い
た
低
額
所
得
者
に
転
貸
す
る
た
め
借
り
上
げ
る
も
の
で
あ

る
場
合 

二
十
一
万
四
千
円
（
当
該
災
害
発
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
後
は
、

十
五
万
八
千
円
） 

ロ 

一
般
県
営
住
宅
が
、
法
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
激 

災
害
に

対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百

五
十
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
に
係
る
も
の
又
は
法
第
八

条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
知
事
が
災
害
に
よ
り
滅
失

し
た
住
宅
に
居
住
し
て
い
た
低
額
所
得
者
に
転
貸
す
る
た
め
借
り
上
げ
る
も
の
で
あ

る
場
合 

二
十
一
万
四
千
円
（
当
該
災
害
発
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
後
は
、

十
五
万
八
千
円
） 

ハ 

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 
十
五
万
八
千
円 

ハ 

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

十
五
万
八
千
円 

二 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。 

三 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。 

三 

原
則
と
し
て
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。 

四 

原
則
と
し
て
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。 

四 

同
居
し
よ
う
と
す
る
者
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
般
県
営
住
宅
に
入
居
し
よ
う

と
す
る
者
が
身
体
上
又
は
精
神
上
著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に
常
時
の
介
護
を
必
要
と

し
、
か
つ
、
居
宅
に
お
い
て
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
又
は
受
け
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
知
事
が
認
め
る
者
で
な
い
こ
と
。 

（
新
設
） 

五 

一
般
県
営
住
宅
に
お
い
て
同
居
し
よ
う
と
す
る
者
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

同
居
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
者
そ
の
他
婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

又
は
児
童
（
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項

第
三
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四
に
規
定
す
る
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童

を
い
う
。
）
若
し
く
は
親
族
に
準
ず
る
者
と
し
て
知
事
が
定
め
る
も
の
（
第
三
章
の
二
を

除
き
、
以
下
「
親
族
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
。 

（
新
設
） 

六 

そ
の
者
又
は
一
般
県
営
住
宅
に
お
い
て
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
等
が
暴
力
団
員
に

よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条

第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。
）
で
な
い
こ
と
。 

五 
そ
の
者
又
は
現
に
同
居
し
、
若
し
く
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第

六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。
）
で
な
い
こ
と
。 

２ 

前
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
一
般
県
営
住
宅
の
入
居
者
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
条
件
を

具
備
す
る
ほ
か
、
当
該
災
害
発
生
の
日
か
ら
三
年
間
は
、
な
お
、
当
該
災
害
に
よ
り
住
宅

を
失
つ
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
一
般
県
営
住
宅
の
入
居
者
は
、
同
項
各
号
（
老
人
等
に
あ
つ

て
は
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
）
に
掲
げ
る
条
件
を
具
備
す
る
ほ
か
、
当
該
災
害

発
生
の
日
か
ら
三
年
間
は
、
な
お
、
当
該
災
害
に
よ
り
住
宅
を
失
つ
た
者
で
な
け
れ
ば
な

甚じ
ん 

甚じ
ん 



 

ら
な
い
。 

 
 

（
入
居
者
資
格
の
特
例
） 

（
入
居
者
資
格
の
特
例
） 

第
五
条
の
二 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ

る
条
件
を
具
備
す
る
者
と
み
な
す
。 

第
五
条
の
二 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ

る
条
件
を
具
備
す
る
者
と
み
な
す
。 

一
～
三 

略 

一
～
三 

略 

 
 

（
入
居
者
の
選
考
） 

（
入
居
者
の
選
考
） 

第
七
条 

入
居
の
申
込
み
を
し
た
者
の
数
が
入
居
さ
せ
る
べ
き
一
般
県
営
住
宅
の
戸
数
を
超

え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
知
事
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
住
宅
に
困
窮
す
る
実
情
に
応
じ
適
切
な
規
模
、
設
備
又
は
間
取

り
の
一
般
県
営
住
宅
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
、
入
居
者
を
選
考
す
る
も

の
と
す
る
。 

第
七
条 

入
居
の
申
込
み
を
し
た
者
の
数
が
入
居
さ
せ
る
べ
き
一
般
県
営
住
宅
の
戸
数
を
超

え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
知
事
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
住
宅
に
困
窮
す
る
実
情
に
応
じ
適
切
な
規
模
、
設
備
又
は
間
取

り
の
一
般
県
営
住
宅
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
、
入
居
者
を
選
考
す
る
も

の
と
す
る
。 

一 

略 

一 

略 

二 

他
の
世
帯
と
同
居
し
て
著
し
く
生
活
上
の
不
便
を
受
け
て
い
る
者
又
は
住
宅
が
な
い

た
め
親
族
等
と
同
居
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者 

二 

他
の
世
帯
と
同
居
し
て
著
し
く
生
活
上
の
不
便
を
受
け
て
い
る
者
又
は
住
宅
が
な
い

た
め
親
族
と
同
居
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者 

三
〜
六 

略 

三
〜
六 

略 

２ 

略 

２ 

略 

 
 

（
同
居
の
承
認
） 

（
同
居
の
承
認
） 

第
十
一
条 

入
居
者
は
、
当
該
一
般
県
営
住
宅
の
入
居
の
際
に
同
居
し
た
者
以
外
の
者
を
同

居
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
知
事
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
十
一
条 

入
居
者
は
、
当
該
一
般
県
営
住
宅
の
入
居
の
際
に
同
居
し
た
親
族
以
外
の
者
を

同
居
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
知
事
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

（
収
入
超
過
等
に
関
す
る
通
知
） 

（
収
入
超
過
等
に
関
す
る
通
知
） 

第
二
十
六
条 

知
事
は
、
入
居
者
が
当
該
一
般
県
営
住
宅
に
引
き
続
き
三
年
以
上
入
居
し
て

い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
入
居
者
に
係
る
政
令
月
収
が
第
五
条
第
一
項
第
一
号
の
金
額

を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。 

第
二
十
六
条 

知
事
は
、
入
居
者
が
当
該
一
般
県
営
住
宅
に
引
き
続
き
三
年
以
上
入
居
し
て

い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
入
居
者
に
係
る
政
令
月
収
が
第
五
条
第
一
項
第
二
号
の
金
額

を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。 

２ 

略 
２ 
略 

 
 

（
管
理
の
特
例
） 

（
管
理
の
特
例
） 

第
三
十
三
条
の
十
四 

略 

第
三
十
三
条
の
十
四 

略 

２ 

前
項
の
場
合
に
お
け
る
第
二
章
第
一
節
及
び
第
四
節
並
び
に
第
四
十
二
条
の
四
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
七
条
第
一
項
、
第

八
条
第
一
項
、
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
十
三
条
の
二
、
第
十
四
条
、
第
十
五

条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
第
三

２ 

前
項
の
場
合
に
お
け
る
第
二
章
第
一
節
及
び
第
四
節
並
び
に
第
四
十
二
条
の
四
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
五
条
第
一
項
第
二
号
、
第
七
条
第
一
項
、
第

八
条
第
一
項
、
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
十
三
条
の
二
、
第
十
四
条
、
第
十
五

条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
第
三



 

項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十
条
第
二
項
、
第
三
十
条

の
三
、
第
三
十
条
の
五
第
一
項
、
第
三
十
条
の
七
、
第
三
十
条
の
八
第
一
項
、
第
三
十
条

の
九
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
三
条
の

十
一
第
二
項
を
除
く
。
）
中
「
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
の
長
又
は
地
方
住
宅
供
給

公
社
の
理
事
長
」
と
す
る
ほ
か
、
次
表
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
う
ち
同
表
中
欄
に
掲
げ
る

字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十
条
第
二
項
、
第
三
十
条

の
三
、
第
三
十
条
の
五
第
一
項
、
第
三
十
条
の
七
、
第
三
十
条
の
八
第
一
項
、
第
三
十
条

の
九
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
三
条
の

十
一
第
二
項
を
除
く
。
）
中
「
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
の
長
又
は
地
方
住
宅
供
給

公
社
の
理
事
長
」
と
す
る
ほ
か
、
次
表
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
う
ち
同
表
中
欄
に
掲
げ
る

字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

略 
 

 
 

 
 

略 
 

 
 

 
 

（
準
用
） 

（
準
用
） 

第
三
十
四
条 

略 

第
三
十
四
条 

略 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
章
第
一
節
（
第
五
条
第
二
項
、
第
十
三
条
、
第
十
三
条
の
二
、

第
十
八
条
第
四
項
、
第
二
十
六
条
か
ら
第
三
十
条
の
三
ま
で
、
第
三
十
条
の
五
か
ら
第
三

十
条
の
七
ま
で
、
第
三
十
条
の
八
第
二
項
、
第
三
十
条
の
九
及
び
第
三
十
三
条
を
除
く
。
）

及
び
第
四
節
（
第
三
十
三
条
の
十
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
四
条
第
三
号
及
び
第
四
号
、
第
五
条
第
一
項

第
一
号
、
第
三
十
条
の
四
第
一
項
並
び
に
第
三
十
三
条
の
十
三
を
除
く
。
）
中
「
一
般
県
営

住
宅
」
と
あ
る
の
は
「
改
良
住
宅
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
表
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
う

ち
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
の
よ
う
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
章
第
一
節
（
第
五
条
第
二
項
、
第
十
三
条
、
第
十
三
条
の
二
、

第
十
八
条
第
四
項
、
第
二
十
六
条
か
ら
第
三
十
条
の
三
ま
で
、
第
三
十
条
の
五
か
ら
第
三

十
条
の
七
ま
で
、
第
三
十
条
の
八
第
二
項
、
第
三
十
条
の
九
及
び
第
三
十
三
条
を
除
く
。
）

及
び
第
四
節
（
第
三
十
三
条
の
十
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
四
条
第
三
号
及
び
第
四
号
、
第
五
条
第
一
項

第
二
号
、
第
三
十
条
の
四
第
一
項
並
び
に
第
三
十
三
条
の
十
三
を
除
く
。
）
中
「
一
般
県
営

住
宅
」
と
あ
る
の
は
「
改
良
住
宅
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
表
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
う

ち
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
の
よ
う
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

 
 

略 
 

 
 

 
 

略 
 

 
 

 

第
五
条
第
一

項
第
一
号 

 

略 

 
 

  

 
 

第
五
条
第
一

項
第
二
号 

 

略 

 
 

  

 

 
 

 
 

 
 

略 
 

 
 

 
 

略 
 

 
 

３
・
４ 

略 

３
・
４ 

略 

 
 

（
入
居
者
資
格
） 

（
入
居
者
資
格
） 

第
三
十
四
条
の
二 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
自
ら
居
住
す

る
た
め
住
宅
を
必
要
と
す
る
者
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
条
件
を
具
備
す
る
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
三
十
四
条
の
二 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
自
ら
居
住
す

る
た
め
住
宅
を
必
要
と
す
る
者
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
条
件
を
具
備
す
る
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。 

一 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。 

イ 

同
居
親
族
等
（
省
令
第
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
同
居
親
族
等
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
が
あ
る
者 

イ 

現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
者 

ロ 

略 

ロ 

略 

二 

規
則
で
定
め
る
所
得
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。 

二 

前
号
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
者
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
規
則
で
定
め
る
所
得
を
有
す
る
者
で



 

あ
る
こ
と
。 

三 

そ
の
者
又
は
同
居
親
族
等
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。 

三 

そ
の
者
又
は
現
に
同
居
し
、
若
し
く
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
。 

 
 

（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
特
別
割
当
て
） 

（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
特
別
割
当
て
） 

第
三
十
四
条
の
四 
知
事
は
、
同
居
親
族
等
が
多
い
者
そ
の
他
の
特
に
居
住
の
安
定
を
図
る

必
要
が
あ
る
者
に
、
入
居
さ
せ
る
べ
き
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
戸
数
の
一
部
を
割
り
当
て

る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
三
十
四
条
の
四 

知
事
は
、
同
居
親
族
が
多
い
者
そ
の
他
の
特
に
居
住
の
安
定
を
図
る
必

要
が
あ
る
者
に
、
入
居
さ
せ
る
べ
き
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
戸
数
の
一
部
を
割
り
当
て
る

こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

略 

２ 

略 

 
 

（
入
居
者
資
格
） 

（
入
居
者
資
格
） 

第
三
十
五
条 

地
域
特
別
賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
（
地
域

特
別
賃
貸
住
宅
の
設
置
の
目
的
に
応
じ
知
事
が
必
要
と
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
、
第
二
号

か
ら
第
五
号
ま
で
）
に
掲
げ
る
条
件
を
具
備
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
三
十
五
条 

地
域
特
別
賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
（
地
域

特
別
賃
貸
住
宅
の
設
置
の
目
的
に
応
じ
知
事
が
必
要
と
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
、
第
二
号

か
ら
第
五
号
ま
で
）
に
掲
げ
る
条
件
を
具
備
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

地
域
特
別
賃
貸
住
宅
に
お
い
て
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
等
が
あ
る
こ
と
。 

一 

現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。 

二
〜
四 

略 

二
〜
四 

略 

五 

そ
の
者
又
は
地
域
特
別
賃
貸
住
宅
に
お
い
て
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
等
が
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と
。 

五 

そ
の
者
又
は
現
に
同
居
し
、
若
し
く
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
。 

 
 

（
家
賃
の
決
定
及
び
変
更
） 

（
家
賃
の
決
定
及
び
変
更
） 

第
三
十
八
条 

地
域
特
別
賃
貸
住
宅
の
家
賃
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
当
該
地
域
特
別
賃
貸

住
宅
の
償
却
費
、
修
繕
費
、
管
理
事
務
費
、
損
害
保
険
料
、
地
代
相
当
額
、
市
町
村
交
付

金
及
び
空
家
等
損
失
引
当
金
の
合
計
額
の
月
割
額
を
基
準
と
し
て
、
近
隣
の
民
間
賃
貸
住

宅
の
家
賃
水
準
等
を
考
慮
し
て
規
則
で
定
め
る
。 

第
三
十
八
条 

地
域
特
別
賃
貸
住
宅
の
家
賃
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
当
該
地
域
特
別
賃
貸

住
宅
の
償
却
費
、
修
繕
費
、
管
理
事
務
費
、
損
害
保
険
料
、
地
代
相
当
額
、
市
町
村
交
付

金
及
び
空
家
等
損
失
引
当
金
の
合
計
額
の
月
割
額
を
基
準
と
し
て
、
近
隣
の
民
間
賃
貸
住

宅
の
家
賃
水
準
等
を
考
慮
し
て
規
則
で
定
め
る
。 

一
～
五 

略 

一
～
五 

略 

六 

市
町
村
交
付
金 

国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八

十
二
号
）
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交

付
金
の
額
を
年
額
と
す
る
。 

六 

市
町
村
交
付
金 

国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
及
び
納
付
金
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た

国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
の
額
を
年
額
と
す
る
。 

七 

略 

七 
略 

２
・
３ 

略 

２
・
３ 
略 

 
 

（
準
用
） 

（
準
用
） 

第
四
十
一
条 

地
域
特
別
賃
貸
住
宅
及
び
そ
の
共
同
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
に

定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
三
条
、
第
四
条
、
第
六
条
、
第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第

十
五
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
（
第
十
八
条
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
三
十
条
の
四
、
第

第
四
十
一
条 

地
域
特
別
賃
貸
住
宅
及
び
そ
の
共
同
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
に

定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
三
条
、
第
四
条
、
第
六
条
、
第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第

十
五
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
（
第
十
八
条
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
三
十
条
の
四
、
第



 

三
十
条
の
九
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
（
第
三
十
条
の
九
第
一
項
第
八
号
を
除
く
。
）
、
第

二
章
第
四
節
（
第
三
十
三
条
の
十
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
、
第
三
十
四

条
の
三
、
第
三
十
四
条
の
四
、
第
三
十
四
条
の
六
及
び
第
三
十
四
条
の
七
の
規
定
を
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
四
条
第
三
号
及
び
第
四
号
、
第
三
十

条
の
四
第
一
項
、
第
三
十
条
の
九
第
三
項
、
第
三
十
三
条
の
十
三
並
び
に
第
三
十
四
条
の

六
第
二
項
を
除
く
。
）
中
「
一
般
県
営
住
宅
」
と
あ
り
、
及
び
「
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
」

と
あ
る
の
は
「
地
域
特
別
賃
貸
住
宅
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
表
上
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
う
ち
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
の
よ
う
に
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 

三
十
条
の
九
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
（
第
三
十
条
の
九
第
一
項
第
八
号
を
除
く
。
）
、
第

二
章
第
四
節
（
第
三
十
三
条
の
十
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
、
第
三
十
四

条
の
三
、
第
三
十
四
条
の
四
、
第
三
十
四
条
の
六
及
び
第
三
十
四
条
の
七
の
規
定
を
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
四
条
第
三
号
及
び
第
四
号
、
第
三
十

条
の
四
第
一
項
、
第
三
十
条
の
九
第
三
項
、
第
三
十
三
条
の
十
三
並
び
に
第
三
十
四
条
の

六
第
二
項
を
除
く
。
）
中
「
一
般
県
営
住
宅
」
と
あ
り
、
及
び
「
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
」

と
あ
る
の
は
「
地
域
特
別
賃
貸
住
宅
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
表
上
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
う
ち
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
の
よ
う
に
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 

 
 

略 
 

 
 

 
 

略 
 

 
 

 

第
三
十
四
条

の
四
第
一
項 

同
居
親
族
等
が
多
い
者
そ
の
他
の

特
に
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要
が

あ
る
者 

第
四
条
各
号
に
規
定
す
る
理
由

の
あ
る
者
そ
の
他
地
域
特
別
賃

貸
住
宅
の
設
置
の
目
的
に
応
じ

優
先
的
に
入
居
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者 

 
 

第
三
十
四
条

の
四
第
一
項 

同
居
親
族
が
多
い
者
そ
の
他
の
特

に
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ

る
者 

第
四
条
各
号
に
規
定
す
る
理
由

の
あ
る
者
そ
の
他
地
域
特
別
賃

貸
住
宅
の
設
置
の
目
的
に
応
じ

優
先
的
に
入
居
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者 

 

 
 

略 
 

 
 

 
 

略 
 

 
 

２ 

略 

２ 

略 

 
 

（
千
葉
県
警
察
本
部
長
の
意
見
の
聴
取
） 

（
千
葉
県
警
察
本
部
長
の
意
見
の
聴
取
） 

第
四
十
二
条
の
二 

知
事
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
由
の
有
無
に
つ
い
て
、
千
葉
県
警
察
本
部
長
の
意
見

を
聴
く
も
の
と
す
る
。 

第
四
十
二
条
の
二 

知
事
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
由
の
有
無
に
つ
い
て
、
千
葉
県
警
察
本
部
長
の
意
見

を
聴
く
も
の
と
す
る
。 

一 

第
六
条
（
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
入
居
の
許
可
、
第
十
一
条
（
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
四
十
二
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
同
居
の
承
認
又
は
第
十
二
条
第
一
項
（
第
三
十
四
条
第
一

項
及
び
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
居
住
の
承
継
の
承
認
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

第
五
条
第
一
項
第
六
号
に
該
当
す
る
事
由 

一 

第
六
条
（
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
入
居
の
許
可
、
第
十
一
条
（
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
四
十
二
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
同
居
の
承
認
又
は
第
十
二
条
第
一
項
（
第
三
十
四
条
第
一

項
及
び
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
居
住
の
承
継
の
承
認
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

第
五
条
第
一
項
第
五
号
に
該
当
す
る
事
由 

二
・
三 

略 
二
・
三 

略 

２ 

略 

２ 
略 

 
 

（
市
町
村
長
の
意
見
の
聴
取
） 

（
市
町
村
長
の
意
見
の
聴
取
） 

第
四
十
二
条
の
四 

知
事
は
、
一
般
県
営
住
宅
の
入
居
の
申
込
み
を
し
た
者
が
第
五
条
第
一

項
第
四
号
に
規
定
す
る
知
事
が
認
め
る
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
長
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で

第
四
十
二
条
の
四 
知
事
は
、
一
般
県
営
住
宅
の
入
居
の
申
込
み
を
し
た
者
が
第
五
条
第
一

項
に
規
定
す
る
知
事
が
認
め
る
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
長
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 



 

き
る
。 

 
 

 


